
　江戸時代末期に開国し、西洋文化の影響を受けた日本の廃棄物処理方法は徐々に変化し

ていきました。江戸時代に有効に再使用・再生利用されていた物が廃棄されるようになり、

廃棄物の量・質ともに増加していきました。明治20年（1887年）にペストが大流行し、し

尿処理の方法が問題となり、明治33年（1900年）「汚物掃除法」が制定されました。

　第二次世界大戦後の日本では、化学肥料が全国に普及し、し尿は肥料として使われなく

なっていきました。また、急激な経済成長により廃棄物も増加し、これらの処分方法が問

題化しました。そして、公衆衛生の向上をはかることを目的とした「清掃法」が昭和29年

（1954年）に制定されました。

　さらに、高度経済成長期、事業活動に伴って排出される廃棄物の増大や、廃油の不法投

棄による水域の汚染等が問題になり始め、昭和45年（1970年）には清掃法が「廃棄物の処

理及び清掃に関する法律」（廃棄物処理法）に改正されました。

　翌年から、ごみ処理施設の立地とそれに反対する住民との間でごみ処理を巡る紛争が起

こり、「東京ごみ戦争」と呼ばれ、大きな社会問題となりました。このような事件を通

し、日本ではごみ処理施設を建設する自治体とそこに住む住民との間に生じる問題にどう

対処していくかを学んでいったのです。

　し尿の処理に関しては、農地還元利用から衛生処理への転換を図り、下水道や浄化槽と

いった高度な処理システムも普及しました。特に、浄化槽については、家庭用で小型にも

かかわらず下水道並みの処理が可能な技術が進展し、普及していきました。

　平成元年（1989年）以降の日本では日々発生する廃棄物についてどう取り組むべきかと

いうような根本的な問題に対応するため、廃棄物処理法を次々と改正していきました。大

都市を中心に最終処分場の残余年数、処理施設の確保が困難になる中、循環型社会の形成

を一層推進していくため、各種リサイクル法が制定されました。特に平成12年は、循環型

社会元年と称し、循環型社会形成推進基本法等が制定され、循環型社会の基本原則等が明

示されました。

　日本は、循環型社会形成に関する一連の歴史を踏まえた上で、各国への支援を進め、世

界での循環型社会作りを進めていくことが重要です。
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